吉備の国地球温暖化対策協議会運営規則

（名称）

第1条 この会は、「吉備の国地球温暖化対策協議会」（以下「本会」という）と称する。

（目的）

第2条 本会は、地球温暖化対策について地域、生活に密着したテーマを市民の目で検討し、地域の多様な主体（市民、行政、企業、団体等）と一緒に取組み、活力ある持続可能な地域社会の形成・普及を図ることを目的とする。

なお、本会の活動地域は、倉敷市及び総社市を中心とし、活動内容及び可能な範囲で近隣地域に活動を拡大するものとする。

（活動内容）

第3条 本会は、第2条の目的達成の為、次の事業を行う。

下記の実践活動を行うと同時に、活力ある持続可能な地域社会の実現に向けた調査・研究等を行う。

（1） 実感できる持続可能な地域社会の形成・普及

（2） 低炭素型交通システムの形成・普及

（3） 低炭素型住宅システムの開発・普及

（4） グリーンエネルギー社会システムの形成・普及

（5） 地域のイベントのグリーン化

（6） 環境に関する人材育成

（7） 行政・団体に対する提言

（8） その他

（会員）

第4条 本会の会員は、次の2種類とする。

正会員：本会の目的に賛同し、活動する個人及び団体とする。
賛助会員：本会の目的に賛同し、活動を支援する個人及び団体とする。

（入会）

第5条 本会に入会を希望するものは、本会に入会の意志を伝え、代表者の承認によって会員となることができる。
なお、入会金および会費は徴収しない。

（役員）

第6条 本会を円滑に運営する為、第3条の活動ごとにグループを設け、グループ活動及び本会の運営に責任を負うグループリーダーを活動グループ内で選任する。

グループリーダー及び事務局をもって役員とし､役員の中から本会の代表者を選出する。
役員の任期は2年間とする。　ただし、再任を妨げない。

なお、補欠によって就任した役員の任期は前任者の在任期間とし、増員によって就任した役員の任期は、現任者の在任期間とする。

（事務局）

第7条 本会の事務を処理する為に、事務局を置く。会計は、事務局の中から選任する。

（運営組織）

第8条 本会には、下図の如く全体会議、グループリーダー会議（以下、「ＧＬ会議」という）、事務局会議を置き、会の運営を行う。

全体会議とは、正会員が集まり、グループ活動の報告・討議、規則の承認、役員の承認等を行う。会議の招集は、代表者が年１回及び必要に応じて行う。

ＧＬ会議とは、グループリーダー及び事務局が集まり、グループ活動内容及び本会の運営について協議する。会議の召集は事務局が四半期ごとまたは必要に応じて行う。

事務局会議とは、代表者と事務局が集まり、本会の運営方針について協議する。
会議の召集は、代表者が必要に応じて招集する。

（退会）

第9条 本会を退会しようとする会員は、事務局へ申し出る。

（委任）

第10条 　この規則に定めるもののほか、本会の運営に必要な事項は代表者が別途定める。

（その他）

第１１条　活動に当って必要な専門知識・技術・技能については、会員以外の市民及び団体にアドバイザーとして参加を求めることができる。

附　則

１　この規則は、２００８年８月１日から施行する。

組　織　図
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